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特
集

国
際
会
議
：
核
・
原
爆
と
表
象
／
文
学

─
原
爆
文
学
の
彼
方
へ

─
セ
ッ
シ
ョ
ン
３

冷
戦
文
化
と
核

１
９
６
０
年
代
韓
国
の
原
子
力
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
お
け
る

『
学
生
科
学
』
の
位
置

林

泰

勲

（
林
慶
花
訳
）

一
、
無
敵
の
核
マ
フ
ィ
ア

原
子
力
発
電
所
が
二
一
基
も
稼
動
し
て
い
る
韓
国
で
は
放
射
能
を
測
定
す

る
権
限
を
未
来
創
造
科
学
部
が
持
っ
て
い
る
。
李

明

博
政
権
時
代
に
は

イ
・
ミ
ョ
ン
バ
ク

「
教
育
科
学
技
術
部
」
が
所
管
し
た
。
政
権
が
変
わ
り
名
称
も
変
わ
っ
た
も

の
の
、
両
者
は
事
実
上
同
じ
組
織
で
あ
る
。
国
民
の
健
康
に
直
結
す
る
問
題

で
あ
る
だ
け
に
、
放
射
能
測
定
は
保
健
福
祉
部
や
環
境
部
が
そ
の
権
限
を
持

つ
の
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
思
え
る
が
、
大
韓
民
国
政
府
は
現
行
の
方
針
が

妥
当
と
い
う
立
場
を
取
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
未
来
創
造
科
学
部
は
核
産
業

と
密
接
に
つ
な
が
っ
て
い
る
行
政
機
関
で
あ
る
。
原
発
の
輸
出
支
援
が
当
部

の
業
務
の
一
つ
で
あ
る
。
過
激
な
ま
で
に
原
発
の
輸
出
を
推
し
進
め
た
李
明

博
政
権
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
前
の
盧

武

鉉
政
権
時
代
に
も
核
廃
棄
場
の
建

ノ
・
ム
ヒ
ョ
ン

設
を
強
行
し
、
誘
致
地
域
に
は
三
〇
〇
〇
億
ウ
ォ
ン
＋
α
の
特
別
支
援
金
な

ど
と
い
っ
た
経
済
支
援
を
約
束
し
て
国
民
を
誘
惑
し
た
。
い
わ
ゆ
る
民
主
化

政
権
さ
え
も
核
産
業
政
策
に
お
い
て
は
独
裁
政
権
の
姿
勢
と
ま
っ
た
く
変
わ

ら
な
か
っ
た
。
大
韓
民
国
建
国
以
来
脱
核
・
反
核
政
権
は
一
度
も
な
か
っ
た
。

核
産
業
と
深
い
関
係
を
持
つ
組
織
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
金
と
情
報
、
権
限

が
そ
こ
に
集
中
し
た
。

国
民
の
安
全
よ
り
核
に
関
す
る
情
報
の
統
制
と
権
限
の
独
占
が
目
的
で
あ

る
と
す
れ
ば
、
未
来
創
造
科
学
部
ほ
ど
適
任
の
行
政
機
関
は
な
い
と
い
う
こ

と
も
、
疑
念
が
も
た
れ
る
点
で
あ
る
。
韓
国
の
反
核
活
動
家
た
ち
が
こ
の
国

の
核
マ
フ
ィ
ア
の
本
拠
地
と
し
て
韓
水
原(

韓
国
水
力
原
子
力
株
式
会
社)

と

未
来
創
造
科
学
部
を
挙
げ
て
い
る
理
由
も
、
様
々
な
レ
ベ
ル
の
核
事
故
を
隠
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蔽
し
情
報
を
歪
曲
し
て
き
た
歳
月
が
一
年
や
二
年
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

福
島
原
発
事
故
直
後
、
韓
国
政
府
は
あ
き
れ
る
ほ
ど
核
産
業
の
保
護
に
総
力

を
傾
け
た
。
当
時
の
与
党
代
表
で
あ
り
現
在
の
代
表
で
も
あ
る
金

武

星
は

キ
ム
・
ム
ソ
ン

脱
核
を
主
張
す
る
人
々
に
向
け
「
政
府
転
覆
の
陰
謀
が
あ
る
。
左
派
が
不
安

を
煽
っ
て
い
る

」
と
主
張
し
た
。
そ
の
直
後
か
ら
放
射
能
デ
マ
の
取
り
締

(1)

ま
り
が
始
ま
り
、
新
聞
や
放
送
で
は
原
発
関
連
の
報
道
が
激
減
し
た
。
当
時

の
野
党
で
あ
っ
た
民
主
党
の
立
場
も
中
途
半
端
で
あ
っ
た
。
二
〇
一
二
年
の

大
統
領
選
挙
で
も
民
主
党
候
補
の
文

在

寅
は
脱
核
へ
の
ビ
ジ
ョ
ン
、
情

ム
ン
・
ジ
ェ
イ
ン

熱
、
戦
略
の
す
べ
て
に
お
い
て
不
十
分
な
公
約
を
掲
げ
て
い
た
。
李
明
博
政

権
を
引
き
継
い
だ
極
右
性
向
の
朴
槿
惠
政
権
は
基
本
的
に
前
政
権
の
核
産
業

パ
ク
・
ク
ネ

政
策
を
そ
の
ま
ま
受
け
継
い
で
い
る
。
福
島
事
故
が
起
こ
っ
て
か
ら
わ
ず
か

一
年
後
の
大
統
領
選
挙
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
世
の
中
は
核
産
業
に

有
利
な
方
向
に
流
れ
て
い
た
。
脱
核
の
主
張
は
大
統
領
選
挙
で
ほ
と
ん
ど
影

響
力
を
発
揮
し
え
な
か
っ
た
。
し
か
も
福
島
事
故
の
当
事
国
で
あ
る
日
本
で

さ
え
も
安
倍
晋
三
政
権
が
誕
生
し
た
。
安
倍
政
権
は
民
主
党
政
権
の
掲
げ
た

「
二
〇
三
〇
年
代
に
原
発
ゼ
ロ
」
方
針
を
廃
棄
し
、
安
全
性
が
確
認
さ
れ
た

原
発
の
再
稼
動
原
則
を
主
張
し
て
い
る
。

福
島
事
故
が
起
こ
ら
な
か
っ
た
ら
、
韓
国
社
会
は
核
産
業
の
危
険
性
に
つ

い
て
批
判
的
に
捉
え
る
き
っ
か
け
さ
え
も
掴
め
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
一
九

五
三
年
に
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
元
米
大
統
領
が
原
子
力
の
平
和
利
用
を
主
唱
し

て
か
ら
、
一
九
五
〇
年
代
末
に
革
新
政
党
で
あ
っ
た
進
歩
党
さ
え
も
綱
領
に

「
解
放
さ
れ
た
原
子
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
動
力
を
活
用
し
た
産
業
革
命
の
速
や
か

な
完
遂

」
を
掲
げ
た
。
一
九
五
六
年
二
月
に
韓
米
原
子
力
協
定
が
締
結
さ

(2)

れ
、
一
九
五
九
年
に
は
ア
メ
リ
カ
政
府
の
支
援
で
研
究
用
原
子
炉
が
韓
国
に

起
工
さ
れ
た

。
翌
年
に
は
ソ
ウ
ル
大
に
原
子
力
工
学
科
が
で
き
た
。
学
部

(3)

課
程
に
設
置
さ
れ
た
原
子
力
工
学
科
は
ソ
ウ
ル
大
が
世
界
初
と
い
う
こ
と
に

な
る

。
(4)

原
発
と
核
産
業
に
対
し
て
韓
国
の
大
衆
社
会
が
肯
定
的
な
認
識
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
た
の
は
一
九
六
〇
年
代
か
ら
で
あ
っ
た
。
一
九
六
一
年
五
月
一
六

日
に
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
で
政
権
を
握
っ
た
朴

正

煕
は
翌
年
の
一
九
六
二
年

パ
ク
・
チ
ヨ
ン
ヒ

か
ら
原
子
力
発
電
対
策
委
員
会
を
設
け
、
研
究
レ
ベ
ル
で
は
な
く
発
電
の
た

め
の
原
子
力
育
成
方
針
を
模
索
し
た
。
同
年
に
原
子
力
発
電
所
の
候
補
地
の

選
定
が
行
わ
れ
、
一
九
六
五
年
に
国
内
最
初
の
原
子
力
発
電
所
の
建
設
候
補

地
と
し
て
慶
南
梁
山
郡
長
安
面
月
内
里
一
帯
（
今
の
古
里
原
子
力
発
電
所
周
辺)

が
選
定
さ
れ
た

。
韓
国
最
初
の
原
子
力
発
電
所
で
あ
る
古
里
一
号
基
の
建

(5)

設
は
一
九
七
一
年
三
月
に
よ
う
や
く
着
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、

原
子
力
発
電
所
よ
り
先
に
構
築
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
時
間
も
努
力
も
発

電
所
建
設
よ
り
遥
か
に
か
か
る
過
程
は
、
核
産
業
に
携
わ
る
原
子
力
工
学
者

や
各
界
の
助
力
者
グ
ル
ー
プ
の
養
成
、
そ
し
て
様
々
な
法
的
・
制
度
的
装
置

の
整
備
で
あ
っ
た
。
文
教
部
科
学
教
育
局
に
原
子
力
課
を
設
置
し
原
子
力
法

を
制
定
し
た
の
は
李

承

晩
政
権
の
成
果
で
あ
っ
た

。
一
九
五
九
年
の
こ
と

イ
・
ス
ン
マ
ン

(6)

で
あ
っ
た
。
朴
正
煕
政
権
下
で
は
一
九
六
七
年
に
長
期
電
源
開
発
計
画
が
樹

立
さ
れ
た
。
こ
の
計
画
に
は
原
発
二
基
の
建
設
が
含
ま
れ
て
い
た

。
一
九

(7)

六
九
年
に
は
原
子
力
研
究
所
に
よ
り
核
開
発
一
二
年
計
画
が
う
ち
立
て
ら
れ

た

。
原
子
力
学
会
が
結
成
さ
れ
た
の
も
同
年
三
月
の
で
き
ご
と
で
あ
っ
た

。

(8)

(9)

一
九
六
〇
年
代
に
十
代
と
二
十
代
を
過
ご
し
た
人
々
に
と
っ
て
核
と
は
冷

戦
の
恐
怖
を
想
起
さ
せ
る
言
葉
で
あ
る
と
と
も
に
、
国
家
発
展
の
ビ
ジ
ョ
ン

と
願
望
を
含
ん
だ
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
も
あ
っ
た
。
当
時
こ
の
世
代
が
体
験
し
た

核
を
め
ぐ
る
大
衆
的
な
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
は
、
今
日
大
衆
を
支
配
し
て
い
る
原
子

力
神
話
の
原
型
で
も
あ
る
。
次
章
で
取
り
上
げ
る
『
学
生
科
学
』
も
原
子
力
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神
話
を
新
し
い
世
代
に
植
え
つ
け
た
代
表
的
な
メ
デ
ィ
ア
で
あ
っ
た
。
何
よ

り
こ
の
雑
誌
は
核
産
業
を
擁
護
す
る
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
の
最
初
の
活
動
舞
台
で

あ
る
と
同
時
に
、
形
成
中
に
あ
っ
た
核
マ
フ
ィ
ア
の
交
差
点
を
確
認
し
う
る

メ
デ
ィ
ア
で
も
あ
っ
た
。
科
学
界
や
産
業
界
、
教
育
界
の
人
士
が
核
開
発
を

テ
ー
マ
に
『
学
生
科
学
』
に
集
ま
っ
た
。
韓
国
の
核
産
業
が
噂
の
割
に
は
私

腹
を
肥
や
す
ほ
ど
の
お
金
も
な
か
っ
た
時
代
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
半

世
紀
後
、
核
マ
フ
ィ
ア
は
国
家
よ
り
さ
ら
に
強
力
な
権
力
を
握
り
君
臨
す
る

よ
う
に
な
る
。
韓
国
に
お
け
る
核
マ
フ
ィ
ア
形
成
の
経
緯
を
確
認
し
う
る
雑

誌
と
し
て
『
学
生
科
学
』
を
調
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
、
『
学
生
科
学
』
の
誕
生
と
原
子
力

一
九
六
五
年
一
一
月
、
科
学
世
界
社
か
ら
『
学
生
科
学
』
の
創
刊
号
が
出

た
。
定
価
八
〇
ウ
ォ
ン
の
月
刊
誌
で
あ
っ
た
。
年
間
ま
た
は
半
年
購
読
の
場

合
は
各
々
六
五
〇
ウ
ォ
ン
と
三
六
〇
ウ
ォ
ン
に
割
引
さ
れ
た
。
同
じ
時
期
の

雑
誌
部
門
販
売
第
一
位
で
あ
っ
た
『
新
東
亜
』
は
一
冊
一
〇
〇
ウ
ォ
ン
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
翌
年
の
一
九
六
六
年
に
な
る
と
、
物
価
が
前
年
比
一
一
・

六
％
も
上
昇
し
、
出
版
界
も
本
の
価
格
を
上
げ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。『
新

東
亜
』
の
場
合
は
一
三
〇
ウ
ォ
ン
に
定
価
が
調
整
さ
れ
、
雑
誌
部
門
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
二
、
三
位
を
争
っ
て
い
た
『
女
苑
』
は
一
五
〇
ウ
ォ
ン
に
値
上
げ
し

た
。
創
刊
し
て
か
ら
一
年
も
経
た
な
い
う
ち
に
『
学
生
科
学
』
も
一
五
〇
ウ

ォ
ン
に
定
価
が
上
が
っ
た
。
物
価
水
準
を
考
慮
に
入
れ
当
時
の
貨
幤
価
値
を

現
在
の
一
／
一
〇
〇
に
換
算
す
れ
ば
、
元
々
八
〇
〇
〇
ウ
ォ
ン
で
あ
っ
た
雑

誌
が
一
五
〇
〇
〇
ウ
ォ
ン
に
値
上
げ
し
た
こ
と
に
な
る
。
新
刊
雑
誌
を
発
行

し
続
け
る
に
は
極
め
て
不
利
な
状
況
で
あ
っ
た
。
し
か
も
中
高
生
を
主
な
読

者
層
と
し
て
い
た
メ
デ
ィ
ア
で
あ
っ
た
た
め
、
値
上
げ
の
負
担
は
尋
常
で
は

な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
『
学
生
科
学
』
は
創
刊
以
来
景
気
の

浮
き
沈
み
に
関
わ
ら
ず
絶
賛
発
売
さ
れ
続
け
、
国
内
唯
一
の
学
生
向
け
の
科

学
雑
誌
と
し
て
定
着
す
る
よ
う
に
な
る
。
一
九
七
〇
年
代
初
頭
ま
で
『
学
生

科
学
』
の
人
気
は
安
定
的
に
維
持
さ
れ
た
。
当
時
の
読
者
大
衆
の
要
求
に
応

え
、
適
切
な
時
期
に
現
れ
た
メ
デ
ィ
ア
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
可
能
に
な
っ
た

善
戦
と
い
え
よ
う
。

こ
の
雑
誌
の
社
長
兼
発
行
人
は
南

宮
ホ(

現
メ
ト
ロ
新
聞
社
代
表
取
締
役
会
長)

ナ
ム
グ
ン

で
あ
っ
た
。
延
世
大
物
理
学
科
を
卒
業
し
、
二
四
才
に
科
学
世
界
社
を
設
立
し

た
が
、『
学
生
科
学
』
を
発
行
す
る
前
は
『
科
学
世
紀
』(

一
九
六
四
年
八
月
創
刊)

と
い
う
月
刊
誌
を
作
っ
て
い
た
。
科
学
世
界
社
は
米
国
公
報
院
の
協
力
を
得
、

一
九
六
四
年
一
二
月
か
ら
公
報
院
二
階
の
映
写
室
を
借
り
て
「
月
例
科
学
技
術

講
演
会
」
を
開
い
た
。
当
時
し
ば
し
ば
招
待
さ
れ
た
講
師
が
朴

益

洙

パ
ク
・
イ
ツ
ス

（1924-2006 )
で
あ
っ
た
。『
学
生
科
学
』
の
初
代
編
集
委
員
で
も
あ
っ
た
彼
は

色
々
な
メ
デ
ィ
ア
に
寄
稿
し
講
演
を
行
う
科
学
評
論
家
で
あ
り
、
特
に
政
府
の

『学生科学』創刊号(1965.11)の表

紙。表紙モデルは「未来の女性飛行

士を夢見る祥明女子高1年生のイ・

へリさん」とある。
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原
子
力
委
員
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
後
彼
は
一
九
七
〇
年
に
科
学
技
術
処
原
子
力

発
展
計
画
委
員
会
委
員
長
を
務
め
、
韓
国
原
子
力
産
業
会
の
設
立
を
主
導
し
た
。

彼
の
代
表
的
な
著
書
の
一
つ
が
『
韓
国
原
子
力
創
業
秘
史
』(

科
学
文
化
社
、
一

九
九
九)

で
あ
る
点
も
注
目
に
値
す
る
。『
学
生
科
学
』
に
寄
稿
し
て
い
た
筆
者

た
ち
の
そ
の
後
の
経
歴
を
調
べ
る
と
、
特
に
核
と
関
わ
る
分
野
が
目
立
つ
。

『
学
生
科
学
』
に
は
原
子
力
と
関
わ
る
記
事
が
創
刊
号
か
ら
毎
月
欠
か
さ

ず
載
っ
た
。
特
に
創
刊
号
に
載
っ
た
「
運
河
の
建
設
を
水
素
爆
弾
で
」
は
注

目
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
記
事
は
ア
メ
リ
カ
の
大
衆
科
学
雑
誌

『P
opular

M
echanics

』
一
九
六
〇
年
三
月
号
に
載
っ
た
記
事
を
出
所
を
明

記
せ
ず
転
載
し
た
も
の
で
あ
る

。
も
ち
ろ
ん
完
全
な
盗
用
と
ま
で
は
い
え

(10)

な
い
も
の
の
、
基
本
的
に
写
真
を
転
載
し
、
記
事
内
容
の
か
な
り
の
部
分
を

飜
案
し
た
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
単
に
当
時
の
『
学
生
科
学
』
だ

け
の
過
失
と
い
う
よ
り
、
一
九
九
〇
年
代
に
入
っ
て
よ
う
や
く
改
善
す
る
よ

う
に
な
っ
た
雑
誌
出
版
業
界
全
体
の
慣
行
で
あ
っ
た
。(
『
学
生
科
学
』
の
記

事
に
は
原
著
者
名
が
消
さ
れ
て
い
る
が)

第
二
の
パ
ナ
マ
運
河
を
水
素
爆
弾
で

作
ろ
う
と
い
う
過
激
な
原
稿
を
書
い
た
の
は
悪
名
高
き
水
素
爆
弾
の
父
エ
ド

ワ
ー
ド
・
テ
ラ
ー
（E

dw
ard

T
eller,

1908-2003 )

で
あ
っ
た
。
ス
タ
ン
リ
ー
・

キ
ュ
ー
ブ
リ
ッ
ク
監
督
が
『
博
士
の
異
常
な
愛
情

ま
た
は
私
は
如
何
に
し
て

心
配
す
る
の
を
止
め
て
水
爆
を
愛
す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
』（D

r.
S
trangelove

or:
H
ow

I
L
earned

to
S
top

W
orrying

and
L
ove

the
B
om
b,
1964

）
に
登
場
さ

せ
た
ス
ト
レ
ン
ジ
ラ
ブ
博
士
の
実
際
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。

エ
ド
ワ
ー
ド
・
テ
ラ
ー
は
パ
ナ
マ
運
河
の
み
な
ら
ず
、
氷
河
に
覆
わ
れ
た

ア
ラ
ス
カ
の
ポ
イ
ン
ト
・
ホ
ー
プ
の
油
田
開
発
に
も
水
素
爆
弾
を
利
用
す
る

こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。
彼
は
、
ス
タ
ン
リ
ー
・
キ
ュ
ー
ブ
リ
ッ
ク
が
映
画

の
タ
イ
ト
ル
に
使
っ
た
表
現
通
り
、
核
兵
器
が
人
類
を
破
滅
に
追
い
込
む
だ

ろ
う
と
い
っ
た
心
配
を
退
け
、
水
素
爆
弾
の
非
軍
事
的
な
利
用
方
法
を
熱
心

に
説
教
し
て
回
る
。
「
す
き
の
刃
」
（P

low
share

）
と
命
名
さ
れ
た
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
一
九
五
七
年
七
月
エ
ド
ワ
ー
ド
・
テ
ラ
ー
が
最
初
に
提
案

し
て
か
ら
、
米
政
府
が
大
々
的
に
予
算
を
投
入
し
実
際
に
実
行
に
移
し
た
事

業
で
あ
る
。
一
九
六
一
年
に
一
般
公
開
さ
れ
た
地
中
爆
発
実
験
「G

nom
e

」

は
、
「
最
初
の
核
爆
発
平
和
利
用
実
験
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
掲
げ
全
世
界

に
派
手
に
宣
伝
さ
れ
た
。
ま
た
、
一
九
六
二
年
に
は
地
表
掘
削
実
験
「S

edan

」

が
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
深
刻
な
放
射
能
汚
染
が
原
因
で
「
す
き
の

刃
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
全
面
的
に
取

り
消
さ
れ
た
。

「
運
河
の
建
設
を

水
素
爆
弾
で
」
が

『
学
生
科
学
』
に

載
っ
た
の
は
、
三

年
前
に
取
り
消
さ

れ
た
米
国
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
対
す

る
後
の
祭
り
で
あ

っ
た
。
核
に
関
す

る
限
り
『
学
生
科

学
』
は
創
刊
以
来
、

反
核
や
脱
核
の
姿

勢
を
取
っ
た
こ
と

は
一
度
も
な
か
っ

『学生科学』の創刊号に載った記事「運河の建設を水素爆弾で」

（右）と転載元である『Popular Mechanics』1960年3月号に載った記

事「We’re Going to Work Miracles」（左）
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た
が
、
『
学
生
科
学
』
が
親
の
脛
を
か
じ
る
よ
う
に
記
事
を
無
断
転
載
し
て

い
た
『P

opular
M
echanics

』
の
立
場
も
そ
れ
ほ
ど
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
そ

れ
ど
こ
ろ
か
、
核
こ
そ
を
祖
国
近
代
化
の
絶
対
的
な
利
器
と
み
な
す
認
識
は

韓
国
政
府
の
立
場
で
も
あ
っ
た
。

三
、
国
家
主
義
と
科
学

こ
の
雑
誌
で
展
開
さ
れ
た
「
科
学
」
の
概
念
と
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
は
常
に
冷
戦

反
共
主
義
、
国
家
主
義
、
民
族
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
絡
み
合
っ
て
配
置
さ

れ
た
。
『
学
生
科
学
』
の
編
集
委
員
に
、
国
家
主
義
と
批
判
的
距
離
を
保
ち

つ
つ
、
「
も
う
一
つ
の
科
学
」
に
つ
い
て
の
意
見
を
打
ち
出
し
た
人
物
は
一

人
も
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
二
度
に
わ
た
る
世
界
大
戦
を
経
験

し
、
「
科
学
」
は
戦
争
兵
器
の
開
発
を
通
し
て
飛
躍
的
な
発
展
を
遂
げ
、
敵

の
脅
威
に
立
ち
向
か
い
国
家
と
国
民
を
救
う
「
国
力
」
、「
戦
力
」
の
意
味
に
、

そ
の
概
念
が
顛
倒
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
世
界
大
戦
期
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の

科
学
雑
誌
が
戦
争
兵
器
の
イ
メ
ー
ジ
で
ほ
と
ん
ど
覆
い
尽
く
さ
れ
て
し
ま
っ

た
の
も
当
た
り
前
で
あ
っ
た

。
植
民
地
の
収
奪
の
歴
史
を
経
験
し
た
韓
国

(11)

で
は
「
国
力
」
や
「
戦
力
」
と
し
て
の
科
学
の
持
つ
意
味
は
な
お
さ
ら
切
実

な
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
李

光

洙
の
小
説
『
無
情
』(

一
九
一

イ
・
グ
ァ
ン
ス

八
年)

で
は
最
後
の
場
面
で
三
人
の
若
者
た
ち
が
朝
鮮
民
族
に
与
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
光
と
し
て
「
科
学
」
を
唱
え
て
い
た
が
、
そ
の
訴
え
は
解
放
か

ら
二
〇
年
以
上
が
す
ぎ
て
も
依
然
と
し
て
有
効
で
あ
っ
た
。
一
九
六
〇
年
代

に
朴
正
煕
政
権
は
科
学
技
術
の
重
要
性
を
常
に
強
調
し
て
は
い
た
も
の
の
、

名
ば
か
り
で
内
実
の
伴
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
当
時
「
科
学
」
と
い
え
ば
、

大
韓
民
国
の
日
常
的
現
実
を
表
す
も
の
で
は
な
く
、
政
権
の
示
す
国
家
ビ
ジ

ョ
ン
を
説
明
す
る
た
め
に
動
員
さ
れ
た
概
念
語
で
あ
り
、
糖
衣
で
く
る
ん
だ

政
治
的
想
像
力
の
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
で
あ
っ
た
。
ま
だ
存
在
し
な
い
が
、
こ
れ
か

ら
は
手
に
入
る
だ
ろ
う
。
今
は
不
可
能
だ
が
、
こ
れ
か
ら
は
可
能
に
な
る
だ

ろ
う
。
現
在
よ
り
は
未
来
の
方
が
良
い
は
ず
だ
。
大
韓
民
国
人
な
ら
以
上
の

よ
う
な
命
題
を
文
句
な
し
に
肯
定
し
支
持
す
る
「
国
民
」
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
す
る
情
動
戦
略
が
、
一
九
六
〇
年
代
ま
で
の
朴
正
煕
政
権
の
「
科
学
」

で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
こ
の
時
期
の
韓
国
社
会
に
お
け
る
「
科
学
」

は
、
研
究
所
の
実
験
室
よ
り
も
公
報
部
と
マ
ス
コ
ミ
で
最
も
活
発
に
行
わ
れ

た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

朴
益
洙
を
含
む
『
学
生
科
学
』
の
編
集
委
員
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
文
教

部
編
修
官
の
チ
ェ
・
ヨ
ン
ボ
ク
、
ソ
ウ
ル
師
大
教
授
で
生
物
学
者
の

崔

基

哲
、
徽
文
高
校
化
学
教
師
の
チ
ョ
ン
・
グ
ァ
ン
イ
ル
、
慶
北
大
物

チ
ェ
・
ギ
チ
ョ
ル

理
学
教
授
の
イ
・
ウ
イ
ル
な
ど
で
あ
る
。
政
府
機
関
か
ら
二
人
、
教
育
界
か

ら
三
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
筆
陣
に
は
日
刊
紙
の
科
学
記
者
の
み
な
ら
ず

政
府
機
関
の
公
務
員
、
さ
ら
に
空
軍
本
部
情
報
局
の
少
佐
も
参
加
し
て
い
る
。

国
立
原
子
力
研
究
所
研
究
員
イ
・
チ
ャ
ン
ゴ
ン(

現
韓
国
原
子
力
文
化
振
興
院

院
長)

が
『
学
生
科
学
』
第
二
号(

一
九
六
五
年
一
二
月)

に
寄
稿
し
た
「
原
子

炉
と
原
子
力
発
電
所
」
に
は
次
の
よ
う
な
件
が
あ
る
。
「
我
が
国
で
も
小
さ

い
な
が
ら
原
子
炉
が
設
置
さ
れ
た
の
は
一
九
五
九
年
で
、
一
九
七
〇
年
代
初

頭
に
は
原
子
力
発
電
所
が
建
設
さ
れ
る
だ
ろ
う
」
、
「
天
は
自
ら
助
く
る
者
を

助
く
。
私
た
ち
も
勉
強
に
励
み
他
国
の
よ
う
に
豊
か
に
暮
ら
し
て
み
よ
う

。
」
韓
国
政
府
の
核
開
発
へ
の
意
志
が
凝
縮
さ
れ
た
表
現
と
い
え
よ
う
。

(12)他
の
人
々
の
よ
う
に
豊
か
に
暮
ら
す
た
め
に
必
要
な
も
の
、
そ
れ
が
科
学
で

あ
り
、
原
子
力
は
そ
の
精
髓
と
い
う
認
識
で
あ
る
。



153

四
、
ア
メ
リ
カ
発
の
核
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ

核
に
対
す
る
以
上
の
よ
う
な
見
方
は
、
一
九
四
〇
年
代
末
か
ら
ア
メ
リ
カ
政

府
と
企
業
が
全
世
界
に
拡
散
さ
せ
た
言
説
の
結
果
で
あ
る
。
ゼ
ネ
ラ
ル
・
エ

レ
ク
ト
リ
ッ
ク
（G

E

）
と
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
グ
ハ
ウ
ス
（W

estinghouse

）
は
核

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
宣
伝
を
リ
ー
ド
し
た
企
業
で
あ
る

。
両
社
と
も
大
手
新
聞
社

(13)

や
有
力
雑
誌
、
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
放
送
な
ど
と
い
っ
た
ほ
と
ん
ど
の
メ
デ
ィ

ア
に
影
響
力
を
行
使
し
た
が
、
特
に
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
グ
ハ
ウ
ス
は
米
科
学
振

興
会
（A

A
A
S

）
の
科
学
報
道
賞
（S

cience
Journalism

A
w
ards

）
の
ス
ポ
ン
サ
ー

で
も
あ
る

。
一
九
五
〇
年
代
の
み
な
ら
ず
一
九
六
〇
年
代
も
核
産
業
に
対
し

(14)

批
判
の
声
を
上
げ
る
メ
デ
ィ
ア
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
世
界
で
最
も
強
力

な
広
告
主
を
前
に
誰
が
わ
ざ
わ
ざ
そ
ん
な
こ
と
を
す
る
だ
ろ
う
か
。
多
分
に

右
翼
性
向
の
強
い
『Popular

M
echanics

』
の
よ
う
な
雑
誌
は
言
う
ま
で
も
な

か
っ
た
。
問
題
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
よ
う
な
ア
メ
リ
カ

発
の
科
学
記
事
を
か
き
集
め
国
内
に
紹
介
す
る
こ
と
に
対
し
、
『
学
生
科
学
』

の
編
集
委
員
は
一
片
の
憚
り
も
な
か
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。「
ア
メ
リ
カ
」

は
『
学
生
科
学
』
の
「
科
学
」、
さ
ら
に
は
当
時
の
韓
国
社
会
の
「
科
学
」
を

理
解
す
る
た
め
に
決
し
て
欠
か
せ
な
い
絶
対
値
な
の
で
あ
る
。
な
お
、
一
九

六
九
年
一
月
に
韓
国
初
の
原
子
力
発
電
所
の
建
設
社
に
選
定
さ
れ
た
の
は
ウ

ェ
ス
テ
ィ
ン
グ
ハ
ウ
ス
で
あ
っ
た
こ
と
も
記
憶
に
留
め
て
お
き
た
い

。
(15)

前
述
し
た
「
月
例
科
学
技
術
講
演
会
」
の
例
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
科
学

世
界
社
は
米
公
報
院
と
少
な
か
ら
ぬ
協
調
関
係
を
持
っ
て
い
た
と
思
わ
れ

る
。
『
学
生
科
学
』
の
「
創
刊
の
辞
」
に
も
印
象
的
な
あ
い
さ
つ
の
言
葉
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
間
、
本
誌
を
製
作
し
発
行
す
る
に
当
た
り
、
わ
が
社
の
社
員
一

同
の
他
に
も
多
く
の
方
々
か
ら
の
激
励
と
助
力
が
あ
り
ま
し
た
。
ソ
ウ

ル
師
大
の
チ
ェ
教
授
の
他
、
多
く
の
編
集
委
員
の
方
々
、
文
教
部
の
科

学
教
育
課
の
皆
様
、
そ
し
て
わ
が
社
の
事
業
主
旨
に
全
幅
的
な
理
解
を

示
し
多
く
の
面
で
ご
協
力
い
た
だ
い
た
ア
メ
リ
カ
公
報
院
当
局
と
大
使

館
の
出
版
課
の
皆
様
、
そ
し
て
公
報
部
当
局
に
先
ず
深
い
感
謝
の
意
を

表
し
た
い

。
(16)

米
大
使
館
と
公
報
院
が
韓
国
の
出
版
業
界
を
支
援
し
た
の
は
解
放
直
後
の

米
軍
政
期
か
ら
の
こ
と
で
は
あ
っ
た
。
彼
ら
は
ア
メ
リ
カ
型
民
主
主
義
の
優

秀
性
を
知
ら
し
め
る
た
め
に
、
直
接
ま
た
は
間
接
に
メ
デ
ィ
ア
の
製
作
を
支

援
し
た
り
直
営
し
た
り
し
て
い
た
。
主
要
都
市
に
文
化
院
を
開
い
た
の
も
そ

の
一
環
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
『
学
生
科
学
』
が
創
刊
さ
れ
た
一
九
六
五
年

末
の
時
点
で
は
、
米
大
使
館
や
公
報
院
が
か
つ
て
の
よ
う
な
、
積
極
的
に
メ

デ
ィ
ア
環
境
に
加
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
段
階
は
す
ぎ
て
い
た

。
(17)

そ
の
た
め
、
南
宮
ホ
の
感
謝
の
あ
い
さ
つ
は
二
つ
の
脈
絡
で
解
釈
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
『
学
生
科
学
』
に
ア
メ
リ
カ
科
学
雑
誌
を
普
及
さ
せ
る
情
報

提
供
元
と
し
て
米
公
報
院
と
大
使
館
の
出
版
課
が
助
力
し
た
こ
と
に
対
す
る

謝
辞
と
す
る
当
然
の
よ
う
な
解
釈
が
一
つ
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は(

さ
ら
な

る
事
実
関
係
の
確
認
が
必
要
で
あ
る
が)

財
政
的
支
援
の
こ
と
を
も
含
む
謝

辞
で
あ
っ
た
可
能
性
で
あ
る
。
後
者
の
解
釈
は
要
ら
ぬ
疑
惑
を
招
き
か
ね
な

い
恐
れ
も
あ
る
も
の
の
、
『
学
生
科
学
』
創
刊
の
時
点
は
韓
国
の
原
子
力
発

電
所
建
設
計
画
が
強
力
に
進
め
ら
れ
て
い
た
時
期
と
正
確
に
重
な
る
。
政
府

の
原
子
力
委
員
と
物
理
学
科
の
教
授
、
文
教
部
編
修
官
が
編
集
委
員
を
務
め

る
雑
誌
に
対
し
米
大
使
館
と
公
報
院
が
何
ら
か
の
支
援
を
行
っ
た
蓋
然
性
は
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充
分
に
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
加
え
、
原
子
力
発
電
所
の
実
際
の
工
事
と
運

転
は
当
該
国
の
政
治
状
況
に
よ
り
五
年
か
ら
長
く
は
一
〇
年
以
上
も
延
期
で

き
る
た
め
、
原
子
力
発
電
に
対
す
る
国
民
の
肯
定
的
な
認
識
を
拡
散
さ
せ
る

長
期
的
な
プ
ラ
ン
が
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
の
先
例
が
ま
さ
に
ア
メ
リ
カ
社
会

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
本
稿
の
テ
ー
マ
を
越
え
る
課
題
で
あ
る
た
め
、
こ
れ

以
上
ふ
れ
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
大
韓
民
国
で
核
言
説

が
拡
散
し
て
き
た
黒
歴
史
を
追
究
す
る
た
め
に
も
、
『
学
生
科
学
』
と
い
う

メ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
慎
重
に
議
論
を
重
ね
て
い
か
な
け
れ
ば
な
な
い
必
要

が
あ
ろ
う
。

五
、
冷
戦
と
血
盟
の
情
念

「
核
」
と
ほ
ぼ
同
じ
比
重
で
『
学
生
科
学
』
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
の

が
「
宇
宙
開
発
」
で
あ
っ
た
。
と
く
に
米
ソ
の
宇
宙
開
発
競
争
を
め
ぐ
る
ニ

『学生科学』創刊号に載った発行人南宮ホ

の創刊の辞。

ュ
ー
ス
は
そ
の
他
の
ア
メ
リ
カ
発
科
学
記
事
に
比
べ
時
差
が
ほ
と
ん
ど
な
か

っ
た
。
ル
ナ
ー
九
号(

一
九
六
六
年
三
月
号)

と
サ
ー
ベ
イ
ヤ
ー
一
号(

一
九
六

六
年
七
月
号)

の
月
面
着
陸
、
そ
し
て
ア
ポ
ロ
計
画
の
成
功
と
失
敗
に
関
す

る
記
事
が
毎
号
掲
載
さ
れ
た
。
創
刊
号
か
ら
フ
ォ
ン
ブ
ラ
ウ
ン
博
士

（W
ernher

von
B
raun,

1912-1977

）
の
宇
宙
開
発
史
も
連
載
さ
れ
た
。
フ
ォ

ン
ブ
ラ
ウ
ン
は
エ
ド
ワ
ー
ド
・
テ
ラ
ー
と
と
も
に
ア
メ
リ
カ
の
科
学
技
術
を

全
世
界
に
宣
伝
し
た
有
名
人
で
あ
っ
た
。
『
学
生
科
学
』
に
連
載
さ
れ
た
フ

ォ
ン
ブ
ラ
ウ
ン
の
記
事
は
『
東
亜
日
報
』
文
化
部
記
者
の
金

在

灌
が
翻

キ
ム
・
ジ
ェ
グ
ァ
ン

訳
し
た
が
、
一
九
六
一
年
に
発
表
さ
れ
た
著
書
『F

irst
M
en
T
o
T
he
M
oon

』

の
一
部
を
転
載
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
フ
ォ
ン
ブ
ラ
ウ
ン
の
連
載
と
対
比
し

て
注
目
す
べ
き
記
事
と
し
て
、
一
九
六
六
年
一
〇
月
号
に
載
っ
た
「
ソ
連
の

有
人
宇
宙
飛
行
は
真
っ
赤
な
ウ
ソ
」
が
あ
る
。
こ
の
記
事
は
『
学
生
科
学
』

が
出
所
を
明
確
に
記
し
た
数
少
な
い
例
の
一
つ
で
、『Science

M
echanics

』

一
九
六
六
年
一
月
号
か
ら
三
月
号
に
か
け
て
ロ
イ
ド
・
ア
レ
ン
が
発
表
し
た

も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
『
学
生
科
学
』
に
載
っ
た
フ
ォ
ン
ブ
ラ
ウ
ン
の
記

事
に
は
著
者
名
は
あ
る
が
出
処
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
ロ
イ
ド
・
ア
レ
ン

は
こ
の
記
事
で
一
九
六
一
年
当
時
に
お
け
る
ソ
連
の
技
術
水
準
を
総
合
的
に

考
慮
す
れ
ば
、
有
人
宇
宙
飛
行
は
あ
り
え
な
い
と
分
析
し
た
。
事
実
の
当
否

は
と
も
か
く
、
こ
の
記
事
が
大
衆
に
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
た
か
は
明

ら
か
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
以
下
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
大
量
に
消
費

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
我
々
」
は
宇
宙
開
発
で
ソ
連
に
負
け
て
い
な
い
。

し
か
し
こ
の
「
我
々
」
に
韓
国
の
読
者
大
衆
も
含
ま
れ
る
の
か
。
『
学
生
科

学
』
の
マ
ン
タ
リ
テ
（m

entalité

）
に
お
い
て
、
そ
し
て
こ
れ
を
根
本
的
に

構
造
化
し
て
い
る
一
九
六
〇
年
代
の
韓
国
社
会
に
お
い
て
、
「
ア
メ
リ
カ
」

と
は
「
血
盟
」
と
し
て
情
動
化
さ
れ
た
「
我
々
」
で
あ
っ
た
。
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『
学
生
科
学
』
一
九
六
七
年
六
月
号
か
ら
連
載
を
始
め
た
オ
・
ミ
ン
ヨ
ン

の
「
火
星
号
は
ど
こ
へ
」
に
も
韓
米
関
係
を
連
想
さ
せ
る
象
徴
的
な
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
登
場
す
る
。
火
星
に
向
か
う
宇
宙
ロ
ケ
ッ
ト
の
乗
組
員
の
選
抜
で
韓
国

少
年
の
カ
ン
・
ソ
ン
イ
ル
が
熾
烈
な
競
争
を
勝
ち
抜
き
一
位
に
選
ば
れ
る
。

し
か
し
、
こ
の
少
年
は
二
位
に
な
っ
た
米
国
少
年
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ジ
ャ
ッ

ク
に
首
位
を
譲
ろ
う
と
す
る
。
一
位
に
は
な
っ
た
も
の
の
、
宇
宙
に
行
っ
て

も
行
か
な
く
て
も
特
に
か
ま
わ
な
い
自
分
と
違
い
、
冒
険
心
に
燃
え
る
ジ
ャ

ッ
ク
こ
そ
が
宇
宙
旅
行
の
立
派
な
適
任
者
と
い
う
理
由
か
ら
で
あ
っ
た
。
ア

メ
リ
カ
の
少
年
に
乗
組
員
の
資
格
を
譲
る
た
め
に
、
カ
ン
・
ソ
ン
イ
ル
は
わ

ざ
わ
ざ
急
性
虫
垂
炎
を
患
っ
た
り
も
す
る
。
こ
の
こ
と
を
知
っ
た
ジ
ャ
ッ
ク

は
以
下
の
よ
う
に
話
す
。
「
君
は
本
当
に
立
派
だ
、
一
度
決
心
し
た
ら
そ
の

ま
ま
実
行
に
移
す
か
ら
。
私
は
君
の
精
神
を
見
習
う
よ

」
と
。
あ
き
れ
る

(18)

こ
と
に
、
二
人
の
間
に
は
暖
か
い
友
情
が
深
ま
り
、
紆
余
曲
折
の
あ
げ
く
二

人
と
も
火
星
行
き
ロ
ケ
ッ
ト
の
乗
組
員
に
な
り
大
冒
険
を
繰
り
広
げ
る
と
い

う
話
で
あ
る
。

核
と
宇
宙
開
発
の
次
に
『
学
生
科
学
』
で
頻
繁
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
テ
ー

マ
は
「
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
」
と
「
戦
争
兵
器
」
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ

ら
の
記
事
の
か
な
り
の
部
分
は
、
前
述
の
と
お
り
ア
メ
リ
カ
の
雑
誌
か
ら
の

転
載
で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
追
跡
可
能
な
出
処
を
ま
と
め
れ
ば
、
「
超
人
を

作
る
機
械
」(

一
九
六
六
年
四
月
号)

と
「
ポ
ラ
リ
ス
ミ
サ
イ
ル
潜
水
艦
を
追

い
か
け
て
」(

一
九
六
七
年
四
月
号)

は
各
々
『Popular

M
echanics

』
一
九
六

五
年
一
一
月
号
と
一
九
六
〇
年
二
月
号
の
記
事
を
転
載
し
て
い
る
こ
と
が
確

認
で
き
た
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
に
関
す
る
記
事
も
徹
底
的
に
ア
メ
リ
カ
の
立
場
に

沿
っ
て
い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
で
米
軍
が
化
学
兵
器
を
使
っ
て
い
る
と
い
う
疑

惑
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
は
道
徳
的
な
国
な
の
で
ま
っ
た
く
そ
ん
な
こ
と
は
な

い
と
主
張
す
る
「
ベ
ト
ナ
ム
で
起
き
た
化
学
戦
争
」(

一
九
六
七
年
五
月
号)

、

ベ
ト
コ
ン
の
Ｓ
Ａ
０
２
ミ
サ
イ
ル
を
「
癌
細
胞
」
に
た
と
え
る
「
米
軍
機
を

苦
し
め
る
ベ
ト
コ
ン
の
Ｓ
Ａ
０
２
ミ
サ
イ
ル
と
は
？
」(

一
九
六
八
年
四
月
号)

な
ど
が
そ
の
典
型
で
あ
る
。
プ
エ
ブ
ロ
号
拿
捕
事
件
が
起
こ
り
元
山
湾
沿
海

に
米
空
母
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
号
が
配
置
さ
れ
た
際
は
、
編
集
計
画
に
な
か

っ
た
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
号
の
紹
介
記
事
を
電
撃
的
に
載
せ
た
り
し
た
。
編

輯
後
記
に
は
そ
の
事
情
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

卑
劣
な
北
傀
野
郎
ど
も
の
せ
い
で
物
騒
な
世
の
中
に
な
り
、
編
集
室

も
最
終
チ
ェ
ッ
ク
に
追
わ
れ
て
気
が
気
で
な
い
。
し
か
も
編
集
計
画
に

な
か
っ
た
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
号
を
急
に
紹
介
す
る
と
い
う
こ
と
で
池

先
生
は
忙
し
い
。(

一
九
六
八
年
三
月
号)

元
山
湾
に
出
動
し
た
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
号
。
米
ソ
両
陣
営
を
緊
張

さ
せ
た
プ
エ
ブ
ロ
号
拿
捕
事
件
。
こ
れ
ら
を
読
者
に
解
説
す
る
た
め
に

大
急
ぎ
で
原
稿
を
編
集
し
て
い
た
ら
編
輯
後
記
を
書
く
こ
と
を
忘
れ

た
。(

一
九
六
八
年
三
月
号)

ア
メ
リ
カ
の
情
報
艦
プ
エ
ブ
ロ
が
北
傀
に
拿
捕
さ
れ
た
事
件
は
世
界

的
に
物
議
を
か
も
し
た
が
、
未
だ
に
満
足
す
る
解
決
を
見
出
せ
て
い
な

い
。
世
界
各
地
に
張
ら
れ
て
い
る
米
ソ
両
国
の
諜
報
網
に
対
し
て
は
、

前
号
で
少
し
紹
介
し
た
。
詳
し
い
内
容
ま
で
は
述
べ
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
情
報
戦
争
に
果
し
て
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
の

か
。(
一
九
六
八
年
四
月
号)

ア
メ
リ
カ
と
ソ
連
、
そ
し
て
中
共
の
核
兵
器
に
対
す
る
記
事
も
、
短
信
を

通
し
て
で
も
毎
号
欠
か
さ
ず
掲
載
さ
れ
た
。
興
味
深
い
の
は
、
中
共
の
核
兵
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器
技
術
に
関
す

る
報
道
は
「
中

共
の
科
学
者
一

九
〇
人
死
亡
、

実
験
中
核
爆
弾

の
誤
爆
で
」
（
一

九

六

九

年

三

月

号)

の
例
か
ら
窺

え
る
よ
う
に
、

彼
ら
の
技
術
力

を
過
小
評
価
す

る
内
容
が
主
流
を
成
し
て
い
る
。
『
学
生
科
学
』
が
創
刊
さ
れ
た
一
九
六
五

年
か
ら
ニ
ク
ソ
ン
政
権
の
デ
タ
ン
ト
政
策
が
実
行
さ
れ
る
一
九
七
〇
年
ま
で

の
、
核
兵
器
増
強
に
向
け
て
全
力
疾
走
し
て
い
た
時
代
を
こ
の
雑
誌
は
機
敏

に
捉
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

『
学
生
科
学
』
は
核
兵
器
の
恐
怖
に
関
す
る
記
事
と
原
子
力
技
術
の
平
和

利
用
に
関
す
る
記
事
を
両
方
と
も
載
せ
た
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
。
「
南
大
門
上

空
に
原
子
爆
弾
が
落
ち
た
ら
？
」(

一
九
六
六
年
一
二
月
号)

で
は
ソ
ウ
ル
地

図
ま
で
提
示
し
被
害
が
及
ぶ
範
囲
を
具
体
的
に
説
明
し
た
。

原
爆
が
落
ち
て
爆
発
す
れ
ば
、
（
爆
心
地
か
ら
）
一
・
二
㎞
離
れ
た
竜

山
の
ど
こ
に
い
よ
う
と
も
生
き
残
る
確
立
は
半
数
以
下
だ
。
爆
弾
が
爆

発
す
る
地
点
の
す
ぐ
下
で
な
け
れ
ば
、
地
中
に
い
た
方
が
生
き
残
る
確

率
は
高
く
な
る
。
そ
し
て
爆
心
地
か
ら
八
〇
〇
ｍ
以
内
は
ほ
ぼ
完
璧
に

荒
廃
に
な
っ
て
し
ま
う
。
〇
・
八
㎞
か
ら
一
・
六
㎞
に
あ
る
コ
ン
ク

「南大門上空に原爆が落ちたら？」（1966

年12月号）

リ
ー
ト
や
鉄
筋
の
建
物
は
壊
れ
な
い
。
さ
ら
に
そ
れ
以
内
の
建
物
は
完

全
に
破
壊
さ
れ
て
し
ま
う

。
(19)

こ
れ
と
は
対
照
的
に
「
第
二
の
火
、
原
子
力
の
発
見
と
利
用
」(

一
九
六
八

年
四
月
号)

で
は
、
原
子
力
の
平
和
利
用
の
も
た
ら
す
利
益
が
力
説
さ
れ
て

い
る
。
核
兵
器
は
人
類
を
脅
か
す
恐
怖
の
対
象
で
あ
る
が
、
核
発
電
は
快
適

で
便
利
な
未
来
の
た
め
の
約
束
さ
れ
た
技
術
で
あ
る
と
す
る
単
純
な
二
分

法
、
繰
り
返
し
「
核
」
を
同
語
反
復
す
る
フ
レ
ー
ム
の
典
型
を
『
学
生
科
学
』

は
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ま
さ
に
こ
の
フ
レ
ー
ム
の
内
部
に
冷
戦
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
の
あ
ら
ゆ
る
抑
圧
的
機
制
と
核
資
本
主
義
の
ア
ル
フ
ァ
と
オ
メ
ガ
が

作
動
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

注

パ
ク
・
セ
ヨ
ル
「
ハ
ン
ナ
ラ
党
、
『
放
射
能
恐
怖
、
国
家
転
覆
勢
力
の
画
策
』

1
（
한
나
라
당

"

방
사
능

공
포
、
국
가

전
복

세
력
의

획
책"

）
」
（
『
プ
レ
シ
ア

ン
』
、
二
〇
一
一
・
四
・
八
）

キ
ム
・
ジ
ョ
ン
チ
ョ
ル
「
核
と
い
う
怪
物
を
ど
う
し
よ
う
（
핵
이
라
는

괴
물

2
을

어
떻
게

할
까
）
」（
『
緑
色
評
論
』

一
一
八
号
、
緑
色
評
論
社
、
二
〇
一
一
）
、

一
五
頁
。

研
究
用
原
子
炉
の
実
際
の
稼
動
は
一
九
六
二
年
三
月
に
よ
う
や
く
行
わ
れ
た
。

3
元
々
の
計
画
よ
り
二
年
も
遅
れ
た
こ
と
に
な
る
。

韓
洪
九
『
維
新
（
유
신
）
』
（
ハ
ン
ギ
ョ
レ
出
版
、
二
〇
一
四
）
、
三
〇
八
頁
。

4

イ
・
ジ
ェ
ホ
『
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
治
経
済
学
（
에
너
지

정
치
경
제
학
）
』
（
石
塔

5
出
版
、
二
〇
一
三
）
、
二
三
四
頁
。

イ
・
ジ
ョ
ン
フ
ン
「
李
承
晩
の
執
念
と
シ
ス
ラ
ー
の
友
情
の
上
に
出
帆
し
た

6
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原
子
力
院
と
韓
国
原
子
力
研
究
所
（
이
승
만
의

집
념
과

시
슬
러
의

우
정

위

에

출
범
한

원
자
력
원
과

한
국
원
자
력
연
구
소
）
」
（
『
新
東
亜
』
二
〇
〇
六
年

一
二
月
号
送
年
特
別
付
録
）
、
四
八
頁
。

韓
洪
九
、
前
掲
書
、
三
〇
八
頁
。

7

ホ
ン
・
ソ
ン
ゴ
ル
「
朴
正
煕
の
核
開
発
と
韓
米
関
係
（
박
정
희
의

핵
개
발
과

8

한
미
관
계
）
」
（
『
朴
正
煕
時
代
研
究
の
争
点
と
課
題
（
박
정
희
시
대

연
구
의

쟁
점
과

과
제
）
』
、
先
人
、
二
〇
〇
五
）
、
二
六
八
頁
。

イ
・
ビ
ョ
ン
チ
ョ
ン
「
爆
圧
的
近
代
化
と
危
険
社
会
（
폭
압
적

근
대
화
와

9
위
험
사
회
）
」
（
『
開
発
独
裁
と
朴
正
煕
時
代
（
개
발
독
재
와

박
정
희

시
대
）
』
、

創
批
、
二
〇
〇
三
）
、
三
二
一
頁
。

『P
opular

M
echanics

』
はG

oogle
P
lay

books

で
全
巻
を
閲
覧
す
る
こ
と

10
が
で
き
る
。

こ
の
資
料
に
ア
ク
セ
ス
す
る
方
法
は
、
一
八
六
〇
年
代
か
ら
二
〇
一
〇
年
代

11
ま
で
二
〇
〇
種
類
以
上
の
ア
メ
リ
カ
の
科
学
雑
誌
の
表
紙
を
集
め
た
ア
ー
カ
イ

ブ
を
活
用
す
る
こ
と
で
あ
る
。(

http://davelo.net/sciam
/cover-index.htm

l )

『S
cience

&
M
echanics

』
、『Scientific
A
m
erican

』
、『P

opular
M
echanics

』
、

『P
opular

S
cience

』
の
よ
う
な
雑
誌
が
両
世
界
大
戦
間
に
い
か
に
露
骨
な
戦
時

動
員
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
で
あ
っ
た
か
が
一
目
で
確
認
で
き
る
。

イ
・
チ
ャ
ン
ゴ
ン
「
原
子
炉
と
原
子
力
発
電
所
（
원
자
로
와

원
자
력

발
전

12
소
）
」
（
『
学
生
科
学
』
、
一
九
六
五
・
一
二
）
、
四
一
頁
。

A
lexis

C
.
M
adrigal, “

A
dventures

Inside
the

A
tom

:T
he
N
uclear

D
ream

13in
C
om
ic
B
ook

F
orm

”
,
The

A
tlantic,

2011.3.22
(
http://vo.to/m

eM
)

を
参
照

の
こ
と
。

ウ
ェ
ス

テ
ィ
ン
グ
ハ
ウ
ス
教
育
財
団
の

A
A
A
S

へ
の
支
援
に
関

14
す

る

情

報

は

A
A
A
S

公

式

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

に

公

開

さ

れ

て

い

る

(
http://archives.aaas.org/aw

ards.php?a_id=
26

)

。
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
グ
ハ
ウ
ス

は
一
九
四
六
年
か
ら
現
在
ま
で
こ
の
賞
の
後
援
を
続
け
て
い
る
。

「
原
子
力
発
電
所
建
設
米
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
グ
ハ
ウ
ス
選
定
（
原
子
力
발
전
소

15
건
설

美
웨
스
팅

하
우
스

選
定
）
」
（
『
京
郷
新
聞
』
、
一
九
六
九
・
一
・
三
〇
）

南
宮
ホ
「
学
生
と
科
学
と
科
学
振
興
（
학
생
과

과
학
과

과
학
진
흥
）
」
（
『
学

16
生
科
学
』
創
刊
号
、
一
九
六
五
・
一
一
）

ウ
ォ
ン
・
ヨ
ン
ジ
ン
「
韓
国
の
大
衆
文
化
、
ア
メ
リ
カ
と
と
も
に
、
あ
る
い

17
は
別
々
に
（
한
국

대
중
문
화,

미
국
과

함
께

혹
은

따
로
）
」
（
『
ア
メ
リ
カ
ナ

イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
（
아
메
리
카
나
제
이
션
）
』
、
プ
ル
ン
ヨ
ッ
ク
サ
、
二
〇
〇
八
）
、

一
七
二
～
一
七
三
頁
。

オ
・
ミ
ン
ヨ
ン
「
火
星
号
は
ど
こ
へ
（
화
성
호
（
火
星
号)

는

어
디
로
）
」（
『
学

18
生
科
学
』
、
一
九
六
七
・
八
・
九
月
号
）
七
九
頁
。

「
南
大
門
上
空
に
原
子
爆
弾
が
落
ち
た
ら
？
（
남
대
문

상
공
에

원
자
폭
탄

19
이

떨
어
진
다
면
？
）
」
（
『
学
生
科
学
』
、
一
九
六
六
・
一
二
）
、
四
五
頁
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